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【要約】10代女性の妊娠・出産は、学業中断、経済不安や社会的孤立などが問題′点となる

ことが多く、社会から否定的に捉えられ、その存在自体が偏見の対象となつている。

本研究では、5人の若年母親の語りから、妊娠までの決意、学業への思いをとらえ、現代

の 10代で妊娠 。出産を経験するまでの葛藤の実態を明らかにした。
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1.は じめに

日本の子どもをめぐる状況が 1990年代後半に少子化問題・児童虐待・育児不安などがク

ローズアップされて以降、子育ての負担を軽減するための様々な支援が展開されてきた。

2015年からは子ども 。子育て支援法も施行され、社会全体で子育てを支えていこうとする

施策が進められる一方で、子どもを産み育てるとい うことに否定的でスティグマが付きま

とうことがある。それは 10代で妊娠・出産を経験 した女性、いわゆる「若年母親」に対し

てである。

一般的に 10代は、勉学や部活動に励み、その後社会で自立していくうえで必要な知識や

経験を得る過程の時期である。そのため、10代で親になることは 「親になる準備が不十分

で、育児力が乏しく、学業中断、経済不安や社会的孤立などが問題点となることが多い」と

指摘される(奥 田。中井,2008)。 さらに、この世代の出産は「若すぎるJ「未婚である」「勉学

中の身である」「親 としての自覚が未熟である」「経済的に自立していない」等といった見方

がなされ (林,1987森田,2004)、 子どもを産み、人の親になるということ自体が、社会から

容認されにくく、同時にその存在は偏見の対象ともなりうる(大川,2004)。 また、若年で母親

になることは、その後の生活も社会的な困難を抱えることも少なくなく、貧困の問題と結び

つきやすい。

日本においては、望まない妊娠の「予防Jに対する取り組みは徐々に広がってはいるが、

10代の出産とい う個々人への支援はほとんど行われていない(大川,2010)。 若年妊娠者を取

り巻く状況は、「学業継続の困難さや相談機関の少なさとその活用不足が明らかJで あり、

「若年妊娠に接する機会の多い医療機関や保健所では、手探 りの状況で支援を行つている」

(小川 。安達 。恵美須,2007)。 さらに、若年妊娠・出産を、一般母子保健施策の枠組みにあて

はめたとしても、10代であるがゆえの学業継続の困難さや経済的不安、社会的孤立など様々

な問題に対処することは難しいことは容易に推測できる。

本稿の問題意識は、「予防」に重きが置かれた施策だけでなく、芽生えた命を守る支援を

検討する必要があるのではないか、という′点からはじまる。そのためにはまず 10代 という

若年層特有の置かれた状況や実態を把握することが求められる。そこで本研究は、妊娠から

出産に至るまでの実態を把握すること、とりわけ、妊娠判明時の出産か中絶か、学業の継続

か中断かといつた、様々な不安や問題を抱えるとされる時期に何が必要かを考えるための

一助となりうることとしたい。

本稿では、10代で妊娠、出産を経験した者、そして 20歳以下で母親となった女性を「若

年母親Jと 呼ぶことにする。また、妊娠時に学業中 (高校生・専門学校生)であった女性を

対象とする。なお、本研究の方法は、若年妊娠、出産者へのインタビュー等による質的調査

である。

2.若 年妊娠 口出産の現状

(1)若年妊娠・出産の現状

10代の妊娠者が注目されるようになつたのは、1990年代後半から中絶率が増加 したこと

からである。中絶は「誰しもが経験する恐れのあるもの」として、日本にモラル・パニック

を引き起こした(大川,2008Al。 当時は携帯電話が普及 し、女子高生に対し「10代の性の乱

れを#畔Jする声が高まり、これまでごく少数の特殊な存在であった 10代の母親は、性の乱



れの結果として捉えられるようになり、『予防』しなければならない存在という見方が強ま

つた(大川,2008鋤 と同時に、「女子高生の性の商品化」とまで言われた(種部,2016)。

そうした「予防」が影響 したのか、10代女性の出産は、2002年の 21,401人 をピークに、

2015年 には 11,927人 となり減少傾向にある。全世代の出産数に占める 10代の出産数害J合

も、2002年の 1.85%か ら2015年の 1.19%ま で年々低下し、10代 の出産者はより少数派の

存在となった (厚生労働省の『人口動態統計』)1。 また、10代の人工妊娠中絶(以下、中絶)

件数は 2001年 に 46,511件 とピークに達し、その後、2014年 には 17,854件 と減少傾向と

なっている2。

ここで、10代の女性が、妊娠がわかってから出産までたどり着く害」合をみてみよう (図

1)3。 10代の妊娠総数 (中絶+出産数)は、2001年の 67,476人 をピークに年々減少 して

いる一方で、出産割合は 2012年以降徐々に増加傾向にある (2014年 :42.2%)。 すなわち、

妊娠総数は年々減少傾向となるが、妊娠をしたら出産をしようとする害」合は高まってきて

いる。
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図 1:10代の出産数と中絶件数 (2000年 ～2014年)   ‐・‐F‐'出産割合

また、10代の婚姻は、婚姻時期が嫡出第一子の妊娠時期よりも遅い、いわゆる「できち

ゃった結婚」が約 8割を占める (森 田,2012)4。 さらに 10代の結婚は離婚率も高いことがわ

かつている (厚生労働省『離婚に関する統計の概況(平成 21年度)』 )。 この 10代女性の離婚

率の高さは、将来の見通しを立てて結婚するかどうかを検討するというより、世間体や経済

的負担の軽減のために、「10代女性が妊娠・出産 。子育てを自分のライフプランに位置づけ

る前に、妊娠 したから結婚するという状況に追い込まれるJ(森田,2012)と 推測できる。

(2)先行研究からみる若年出産の不安定さ

若年母親に関する関心と研究はどこに視点が置かれていたのだろうか。2000年頃までの

先行研究では、10代の妊娠に対して 「中絶防止」を中心に視点が置かれたものが多く、そ

こには、経済的負担や教育を優先とする考え方が、妊娠の継続を困難にするとの見方が中心
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であった1/1ヽ り||・ 安達・恵美須,2007)。 2000年以降になると、その実態を探るための 「若年

妊娠」「若年出産J対象の調査が行われるようになった (東京都社会福祉協議会「10代で出

産した母親の子育てと子育て支援に関する調査,2003年 など)。

また、10代母親に対する「偏見の払拭J(森田,2004)や、妊娠継続やその決断に関わる相

談機関の設置や、相談体制の強化などの課題の示唆と、若年母親の実態把握の先行研究もみ

られはじめた (野末,2000;小笠原・利部,2003;小川等,2006)。 それらからは、10代 の

出産に関し、経済的基盤の不安定さや社会的孤立、またパー トナーが若年であることも多く、

妊娠継続や養育に関する問題(奥 田等,2008;リ ウ,1998;森 田,2004)、 あるいは、「予定外の

妊娠に対する動揺、妊娠に対する知識不足、家庭環境または社会環境からの協力が十分得ら

れていない」こと(森 田,2012)、 さらに「自分の妊娠についてだれかに相談することへの躊躇

の他、経済的な理由、妊娠や分娩に対する知識不足から妊婦健診の意義を軽視する傾向」と

いった、妊娠を準備する体制が不安定、あるいは相談者の不在による情報不足が指摘されて

いる (月 刊地域保健,2015)。

そのような本人の情報や環境面での不安定さにより、①妊娠健診の未受診や受診時期の

遅れ、②飛び込み分娩(妊娠健診受診が 0～ 2回 もしくは陣痛諸頼などで来院し分娩となる

もの)、 ③それによる周産期予後の高いリスク(森 田,2012:地 域保健,2015)な どの、出産その

ものへのリスクが高まることも指摘されている。

3.若 年妊娠、出産者へのイ ンタ ビュー等調査

以上のような問題意識から、10代で妊娠、出産を経験 し、20歳以下で母親 となった

女性 5人にインタビューを行つた。

(1)調査の目的・方法・倫理的配慮

調査対象者は、現在 20。 30代で、10代で妊娠と出産を経験した者 5人である5。

対象者に

は本研究の目的や方法を説明し、同意を得 られた母親に対して、2016年 3月 ～8月 に実施

した。

本研究では、2つ の調査方法を用いている。5人の調査対象者のうち 3人は面接でのイン

タビュー調査で、半構造化面接法にて実施した6。

他 2人は子育てや仕事の都合上、まとま

つた面接時間の確保が困難であるという理由から、無料通話アプリケーション「LINE」 での

チャット方式によるインタビュー (メ ール)を実施したc SNSを通してのや り取りには不確

かさがあることも否めないが、子育て中の母親の日常の多忙さの事情を考慮するためと、対

面式にはない SNS特有の表現の容易さを鑑みて、この方法を採用 した7。

インタビュー等の内容は、主に妊娠、出産における当事者の思い、当時の相談者、家族や

パー トナー、友人等の周囲、とりわけ学校の対応、出産を決意するまでの葛藤などを尋ねて

いる。

倫理的配慮については、個人を特定されることがないよう事前に文書と口頭にて説明し、

不利益が生じないこと、回答は任意であることも加えて説明した。

インタビューの結果は、まず 5人の女性たちの出産に至るヒス トリーを簡単に概観する。

その後に、それぞれの転機 となった場面や、その時の思いについて、個々に取り上げて検討

する。調査対象者の基本的属性、パー トナー、家族構成の概要などは表 1に示す。



表 1:調査対象者の基本的情報
対象者 (年齢 ) A(22歳 ) B(22万 C(22歳 ) D(31歳 ) E(38歳 )

パ
ー
ト
ナ
ー

対象者
からみ
た関係
(年齢 )

他校の同級生

(21)

1学年上の先輩
(23)

同級生(31) 社会人(38)

字歴

職業
局強竿栗

福祉施設就職

高校卒業
大学進学

アルバイトから
正社員ヘ

高校卒業
準公務員

高校中退
肉体労働

妊娠時期
(年齢)

高校 3年生の

冬 (18)

高校 2年生の冬

(17)

専門学生(19)

中絶
2度 目(20)

高校 3年生の冬

(18)

高校 3年生の冬
(18)

学歴 高校 中退 高校中退 専門学校中退 高校卒業 高校卒業

婚姻関係 結婚→離婚
/1y始

(交際解消)
結婚 結 婚

結婚→離婚→

再婚

現在の

家族構成
(うち同居)

(定位家族〉
・父(54)

・母(53)

(定位家族 )

・祖母、祖父
・父 (50)

・母(50)
・兄

(定位家族 )

・父 (70)

・母 (69)
。兄 (42)

〈生殖家族 )

。長男(20)

・長女(17)
・夫 (再婚)(37)
・次男(1)

(妊娠 10ヶ月 )

方 法 面接 「LINEJ 「LINEJ 面接 面接

※ 計象 (年 の年齢 はイ ン ビュー る

(2)女性たちのライフヒス トリー ー 10代の出産

① Aさん-18歳で出産、母親に反対、DVに よる離婚

パー トナーは他校の同級生で SNSを通して出会い、交際 7か月で、Aが高校 3年のとき

に妊娠 した。妊娠のことを実母に打ち明けるものの出産を反対された。一方、パー トナーの

両親は、出産に対して協力的だった。実母からは反対されたため、連絡を断ち、出産までパ

ー トナーの実家で暮らした。高校の先生は中退を引き留めたが、結局中退した。Aはパー ト

ナーと結婚し、出産後も継続してパー トナーの実家 (2階を聞借 り)で暮 らしていた。パー

トナーは高校卒業後、福祉系の仕事に就いた。Aは子どもが 2歳になってパー ト勤務にで

た。そのころ同居 している義親の目の届かないところで、Aと 当時 2歳の娘に対して、暴力

(DV)を振るうようになった。一度、パー トナーの母親に相談したが 「全然気付かなかっ

た」と言われた。Aは、パー トナーが怒る原因は自分にあると感 じるものの、離婚を決意す

る。Aと 子どもは実母の家で伯父とともに暮らしている。

② Bさ ん-17歳で出産、シングルマザー

Bは高校 2年生の冬休みに妊娠に気づく。パー トナーは 1つ上の先輩(高校 3年生)で進学

先も決まっていたため、Bの妊娠により大学進学を辞めてほしくないと思った。実母に打ち

明けると、子育ての大変さを強く言われたが、反対は一切されず家族でサポー トすると言つ

てくれた。Bとパー トナーは話し合い、まずは実家のサポー トで子育てし「結婚も急がず、

相手が大学を卒業してから」という話だつたが、その直後からのパー トナーの中途半端な発

言に失望し、Bよ り交際を解消する。Bは切迫流産・早産で、8ヶ 月間入院した。

高校をどうするかは、母親が Bの気持ちを尊重してくれたこともあり中退した。中退・



出産後、高校の担任より連絡があり、通信制の学校を勧められたが、時間もなく実現してい

ない。しかし、仕事 (パ ー ト)も 見つかり、「この道を選んで良かった」と思つている。当

時、親から金銭的なサポー トも受けていたため、子どもが 8か月頃から働きはじめた。その

後、子どもがてんかんであると判明し入退院を繰 り返す 日々が続いたため、仕事も長続きし

ていない。現在、保育所に入れずに母親が子どもの面任1を みて Bが働いている。

③ Cさん―中絶経験後、21歳で出産

専門学生 1年生の終わり (19歳 の 3月 )に妊娠にする。パー トナーの親は妊娠を喜んで

くれたが、卒業を望んでいた Cの親は反対した。Cに とつても妊娠は予想外で、今は産め

ないと中絶を選択する。一方、パー トナーは妊娠を大変喜んでいたため、中絶の意思を伝え

た時はショックを受けたようだつた。

2度 目の妊娠は 2年生の 3月 (20歳)だった。この時の妊娠も予想外で、働きだしたばかり

のパー トナーの収入で生活していけるか、さらに親からも子育は大変だと言われ、不安を覚

えた。 しかし、パー トナーは Cの 2度 目の妊娠を「泣きながら喜び」、「頑張るからJと 言

つてくれ、出産を決意する。

パー トナーとは、この妊娠中に同居を始め、二人の記念 日の日に籍をいれた。パー トナー

が仕事で不在の時は、ほとんど Cの実家で過ごしていたため、不安は感 じなかった。専門

学校は 2年生になつてからはほとんど通わず、妊娠の有無に関係なく、学校を辞めるつも

りでいたため退学届を出した。パー トナーはアルバイ トからそのまま正社員となり、Cは専

業主婦となった。

Cは出産し子育てとともに規貝J正 しい生活となり、親も子どものことを可愛がり、友人も

遊びにきたりと、子どもが産まれる以前と以後で、周囲との関係に変わりはない。

④ Dさん-18歳で出産、資格取得

Dは高校生 3年生の冬に妊娠する。Dも 同級生のパー トナーも中絶する考えはなかった。

二人はお互いの親、親 しい友人にのみ妊娠を打ち明けるが、周囲は驚くものの出産を反対し

なかつた。打ち明けた友人も学校生活で「フォロー」してくれていた。ただ、妊娠すれば退

学という噂があったのと、何よりも妊娠によリパー トナーの就職が取消になることを恐れ、

卒業まで妊娠を隠し続けた。

卒業後、パー トナーは会社に就職 し、本採用を待って会社に報告し、結婚した。出産後は、

パー トナーとともに Dの実家で Dの両親、兄とともに 6人で暮らした。実家に甘えたくな

いと思い家賃もいれた。長男が 6か月になると実家を出てアパー トを借 りて、新生活を始

めた。パー トナーの実家にも近く行き来をし、家族ぐるみで親交があつた。

Dは長男が 1歳半の頃から美容室で働きはじめ、間もなく資格取得のため通信の美容学

校に通いだした(20歳 )。 その間に次男を妊娠 。出産した(21歳 )。 次男を出産後すぐに、長男

も 4歳頃から保育所に預け、仕事の時間を増やしていった。次男は身体が弱く入院も多か

つたが、通信のスクーリングにもうまく通 うことができ、美容師の試験に合格できた。当時

を振 り返 り、保育所がなかつたら「無理J「 (保育所に入所することで)安心感もあるし」と話

す。当時は、通信に通い、子どものお迎え、食事の用意、それから夜勉強という多忙な生活

を送っていた。



⑤ Eさん-19歳で出産、離婚後再婚

高校 3年生の冬休みに、妊娠する。1年半交際していたパー トナーは、Eの妊娠をとても

喜んだが、Eは周囲の助言で妊娠が不安になった。病院に行ったときに赤ちゃんがエコーで

映し出されたときに出産を決意した。Eは、妊娠を隠してでも必ず高校を卒業しようと考え

ていた。卒業時点で妊娠 5か月となったがなんとか卒業した。

高校卒業後の 4月 に、親が費用を出し、結婚 した。その後は、パー トナーの実家近くにア

パー トを借 りて結婚生活を始めた。パー トナーの母親は Eの通院など協力的であった。 18

歳で第一子、20歳で第二子を出産 した。徐々にパー トナーは、職場のス トレスから転職、

その後単身赴任で家を空けることが多くなり、互いの気持ちもすれ違い溝ができたため、22

歳で離婚した。両親より離婚を反対されたが、Eの気持ちは変わらなかった。

離婚後はそのまま実家で暮 らし、アルバイ ト収入 とその他手当を受給して生活した。36

歳のとき、アルバイ ト先で知 り合った人と再婚する。再婚後、Eの 両親が転職 し引つ越 した

ため、実家でそのまま暮らすことになった。その後 Eは再婚相手の子どもを出産し、第二

子も妊娠 している (イ ンタビュー時点)。

(3)妊娠への気づき

彼女たちが妊娠に気づいたのはいつか。多くは体調の変化、すなわち生理の遅れである。

A・ E・ Dは、生理が遅れたことに異変を感 じ、自分で購入 した検査薬で調べると陽性反応 と

なり気づく。

:И r実際さ、4ろ うと′
『

ってクっ/_― わ/ノ どゃれ ιヽ&
:ども だか ら、蕉 /9~ど ゃん、やっ ちまったみたクヽん と

:′ そラー生理力ゞこなぐζ 普通だね。なんかごれ なヽ～っ孔 君、同期えミ結構早かつたか

:ら θ週間にゴ〃と″ヽまでた″ヽら…あれ 2っ
`『

っζ

Dは両親に打ち明けてから病院を受診 した。自宅付近の病院だと周囲に妊娠 したことが発

覚してしまうと考え、実母が音行ったことのある他市の病院に連れて行ってもらった。医師

から「妊娠 してますね」と言われ、Dも 「やつばりそうなんだJと 思い、妊娠の事実を受け

入れた。

Bは、妊娠に気付いたとき、嬉 しさもあつたり、強く産みたいと思ったが、初めは不安の

方が大きかった。

′メまず昇ク′i不安だ
｀
ゲでι/_―。″手に妊須 ι/_― ことを有えるのか″まク6〃く tた だ

今まで/L彩為於ιたことが
｀
ないぐらい

`子

どろをノ宇クたいというな /事 /S｀ すぐ/c~″てままι
た。ガ ιよう6ち ろん夕かったです力ヽ自分のオさで子ど

｀
6を宇ってい仇 夕 のヽ不夕の方ンS｀

:漏輌tま大 まかっ/_― で九 〃まん たの子どうた1″ も こそ産みたい気持 ち6夕かっ/_の でナ
:″ 、ゞ面 、大切なるつ も こそ産みたクヽ気持 ちだけで決断ナるの7/y′分′身 /ご うお慶の子

:に 6虔 ぐなクをフ
『

ったθ

は、中絶を経験 している。

:σ なんでダクんだろ。その爆ルままさかっとかι″瑳ヨわなかっ/― ι、なん″ジ著めないっ
`『

:

やってιまっ/_― のぼ庁分なんだ
｀
ゲ :

クあえ式 どうしまラってか、まあ
:



ったんですよね。″ ―ヾハオー/〃 ′うのオごマ喜んで′ヽたためおろすと言った庁″ション
クだ

｀
つ/_― み/― クリ 〔中絶を経,髪 ι/―多/〃絶対 6夕 、おろιたくないι

『
クヽまι/_―。Fク ヽ

夕とかで赤ちゃん月るの 6≠かっ/_― で九

辛さを経験しながらも Cは、いつもパー トナーが傍にいて支えになってくれていたため、

乗 り越えることができたという。再び妊娠が分かったのは専門学生 2年生のとき(20歳 )で

ある。2人 目の妊娠も √まさかつノと驚いたという。

σ「五娠 2知ったとき″ 不夕 ι″繊 ″。った″ヽ九 70/はだ
｀
こたんウ。クの互′アの収入 でやつ

:

てい/ノ ろ″うとか、新/~″ むキ弱お まの授見ど″ナ 変た
｀
ま旬 と″ヽヨわれ て全吉β力式未知の

:

産界だったから、産々κ物彿誘%あ クまι/―。

(4)妊娠に対する周囲の反応と出産への思い

妊娠の気づきは本人も予想外であつたりするが、それゆえ周囲の反応が気になり、そのこ

とで、さらに不安になつたりする。ようやく打ち明けたときの周囲の反応はどうか。

Aの場合は、妊娠したことを、まずパー トナーと親友に打ち明ける。その後に実母にも打

ち明けるが、出産を反対され /動なら〃で力 と言われた。一方、パー トナーの両親は ノ「ど

をなら彦カナるノと、Aの出産に対 して協力する姿勢を示していた。

Bは、妊娠を実母に打ち明けると、好 どうを F―

~て
し て のだ|ま覚 `矯が必要だJと 強く言

われるものの反対は一切されなかった。/産を、産まない″′/L~〃 ぜるノ材 なのなら出来る

こルま家族みんなでナポーハιてクヽぐからノと言われた。Bに とつて実母が何よりも心強い

味方であり、その言葉に後押しされ出産する決意をした。パー トナーからも 産ん 0後 ιクv
と言われ、パー トナーは進学先も決まっていたが一緒に頑張つていく予定だった。しかしそ

の後、パー トナーの気持ちが揺 らぐような態度がみられ、Bよ り交際を解消する。Bは /2
を覚″をιたとき、シングルになる方溜ウ もしていたという。

Cのパー トナーは妊娠を知 り うシき/_F″ らゞ事の 、あ愛だろ″ヽらノと言つた。その ノ骸Fと笑

顔クをみたら 物%だろっノとCも 思 うことができ、不安が安心に変わったという。Cも √で

きたみま嬉 ι″。った ι、産みたク`という気持 ちノが強く ノ′赤 ちゃんだ癸クヽたかったかな～っ

て気持 ちノが強かったので出産を決意する。出産という判断は ~簡単 /L‐ 1/1できなクソため金

銭面や今後の生活についてパー トナーと話し合った。

Dのパー トナーは、妊娠を知ったときは驚き、保健の教科書を何度も見ていたりしたとい

う。パー トナーも中絶を望む考えはなく、その後 2人で Dの 両親 とパー トナーの父親、親 し

い友人のみに妊娠 したことを打ち明ける。

:,「 ま式 (妊娠 を夕っ/_厖珈 核 秋 ″ びっぐクι/_よね。びっぐクιて―夕～花 でうな
:

:んか、母 6そ クだ ι、友達 6そ うだィフ
こ
と 宇ってぐれ /_― っつ ″ か、友皆′ま、その麦言下ノ(:

:ι´夕らない″ヽら、学校 ですじ 宇ヽってぐれた ι、″ヽな
'っ

てぐれたとクヽラか、フォ′―ιて :

:ψ″ 。 ラム そんな感 仇

Eが初めて相談 したのは親 しい友人だつた。しかし、友人 らは賛成 とは言つてくれなかっ

た。

:fr雄 ″一/_あか 枠 めなノじやないゲと 遊べなぐなるι、おろι/_― /3-ラ ″れ いヽんじ
:

:ゃなクvつ Cぼε″董われ てて反対されてたんだ|ナ&● 力鍵議 建 kこ6相談 ι/― ら、:

:やっぱ ク 先輩 と″うでも卓 ぐ應籍 ιて子どう産んたレ(とかみんな―夕ん、ど べなクヽとか、や :

:つ ′蒋寧ク滲 らε準と″ヽ ιて離婚 ιちゃった クと″ヽ ιてる先輩 と″ヽ 6結構み てるか ら、やめ
:

:たばラ″Sク いヽまノみたいん ノ宏まないぼラ″シ いヽんどゃなクソって三われ てたんでナゲ&:



しかし、Eのパー トナーは、妊娠をとても喜んでいた。Eもパー トナーが喜んでいるのを

みて、出産する気でいたが、友人らの話を聞き /家当/ごやっていゲるの力ヽなノと不安になっ

てきた。その不安な気持ちをパー トナー伝えたら、それが原因で喧嘩にもなった。

病院受診後、妊娠をまず兄に相談すると、兄は 多 のιたにオでいいん じゃないの ち壁

みたいんだ
｀
ったら産ん でいいとぷ うよノとEをサポー トする態度であった。また、両親に何

と言つたらいい力悩 む Eに対し、兄は 増 分″ か らたぶんきっと来方 こ々なってぐれ

る″ヽらノと言つてくれた。そして、Eはまず母親に妊娠を打ち明けた。

iJ′節 母さん″話あるんだよねノって言っ/_― ら、君″Sあ らたまって話あるって言ったこと″S｀
:

:なかつたので、ラちの母はなんかピンとまたらιぐ、なかなか言えずにクヽたら ′あんたまさ
:

:′fどうで々 字″ 傷

`′

|で |≠ ′々 そ′いな感どで三われ て も          :

母親より √ど
｀
夕ιたクヽの 2ノ /5死〃ιたらどうナるの 2ノ と聞かれ、/励 され /_― ら修&〃

″ てくノと言つた。母親も Eの性格を踏まえて本当に家出するつもりだろうと思ったらし

く、最終的には /′お父さ/tグガιてうお母さん圧淘像 であゲろ力ヽらノとEの決意を受け入れ

てくれた。その後、父親に打ち明けると 物 の子であろう/Stとスの子であろラノゞおろナ

こと″まくないから、産みな許 vと 出産を許してもらうことができた。

一方、パー トナーの母親 (母子家庭)は Eの実家に訪れ、土下座をして謝ったという。Eは

出産する意思を伝え、今後のことを話し合った。

(5)中絶の迷いと出産の決意

周囲の反応で、それぞれ出産の気持ちが固まったり、中絶ということも浮かんだりするが、

妊娠を気付いた時から揺らぎながらも出産を決めた心情が語 られる。

Aは悩んだ末、中絶の費用のことより、産みたい気持ちの方が強かったため出産を決意す

る。言葉使いは乱暴であるが、産み育てる決意があったように思われる。

:И メーなんていうか、結局…′分のやったことだι、ス下ノ喫 ナまクいいたるっζ でら、 :
:幽ろナのと産なのでかかるおり6どラι…とな

『
ったゲどヽ やっぱクーできてιまったる :

:の″、′分で…芦てまうとソ
『

った。芦てるってなったら、申途半な いかないι…。  :

Bは妊娠が原因で退学になる思 うと、 増 分 のや クたかっ/_― 表 反尺筋 などいろいろ考

えるとノど―・ ない選択 う少 ιだンノあ クま ιたノ と、中絶を考えたことがあったともい う。

:′ メ/‐だ産婦人癖 で初め ‐ 中 ―を月た″ /こど まなクヽ選択″す ぐ″″え去 クま ιた。   i

出産を迷ったEは、1歳年上のいとこ(女性)に相談し、いとこの勧めですぐに病院に行き、
エコーをみた時点でおろせないと思ったという。

:′ 蒻蕩有 つて、やっぱクー‐コーで赤 ちゃんみ/_ら 、うラニ勧まお ろせなクヽってなっζ
少女心 をιま した。

Bも Eも 実際に、目の前にある命 (エ コー)を見たときに、強い決意をしている。

(6)学校との関係・対応・学業への思い

妊娠に気づいたとき、彼女らは学業の途中である高校生や専門学校生であった。妊娠がわ

かり、学業をどうするのか、学校狽1は どういう対応になるのかといった、結論をどのように

だしたのか。彼女らの語 りから、「中退」と「卒業」という結果にわかれるが、その結果を

一産

　

¨



選択するまでにはそれぞれの葛藤がみられる。

①  高校中退

Aは もともと大学進学する費用もなく学力不足のために、卒業後は就職する予定だった。

妊娠が発覚し実母より子育てと学業の両立は 姥 んな上ヂいことクヽぐわゲないでιまノと言

われ、Aも その言葉に納得し、進学するわけでもないので高校中退を選択した。

高校の担任の先生に妊娠したことを打ち明けると √1高校 をソ″めるなノ√ううちょっと灰

張れ′力 とAを引き留める言葉をかけられた。Aは考えが変わらず、高校卒業まであと半年

を残して中退した。

:И r″〃と話 ιたんだ /ノ ど ゴ年のとま″うらそ0/し7ま どゃなかっ/3か ら、なんどう′
『

って :

な″ヽったんだよね。だ″。ら、なにやってんだ
｀
こクヽつみたクヽな感 どでずっと厚クヽてた″ヽら、

あんまクそういうが ど″なかっ/―。 /ノ とヽ この…庁分のメンツーあれ…で言ってんだ
｀
ろう

など′

『

って/_―。脅多ノ今さすがに電校卒業 ι
`腋

シノばよ″。ったなっι

『

jノノどヽ まあ、〃 /ご

それ′ま過ぎてιまっ/_― ことだか ら、 ιまう″ゞないでιょってクヽラノまど。

Bは、妊娠すると当然退学だと思っていた。学校に通わせてもらっていた親に対 して、√タ

ι訳なクソ どノ

『

つたOしか し、親から √論を大 ク /ご考だ られ るの″クヽクヽ事た
｀
ι、3/羨め /_―

ごとなら夕 うノ

『

わないまゴと言われ、高校中退を決断する。親が肯定 してくれたことが支え

とな り現在 も中退 したことに関して一切の後悔はないと話す。

高校を中退 し、出産後 しばらく経ったとき、高校の担任の先生より連絡があった。先生は

√とでうい′`方■で高卒 となるよう通信制の学校について情報をくれた。

:′ r牙″″ン らヽ遅粥物 あゞク、衿 〃そのままどヒ″ヽで多ぐのか 2ノ とか彫′ジιて ′そのつ6:
:ク ですソ癖 鑑 /7-ら 、i先生カツ 汚専ケ杢業ιたいのならj信制のどもあるんだよノと言っ 三
:て くれまι/_―。序2の途申までい/_こ とを学校側でま妻を事いてぐれるとタタの一年らま :

:い で涯信制で学べが卒業ι/_― ことになるからと細かぐ教えてぐれましたのただ 卓ぐ仕事 :

:を ιたい気持 ち6あ って通信講Jう 考えま した″S結局止 めま ιた。            :

②  専門学校中退

Cは 2年生になってからほとんど学校に通つていなかったため、学校を辞めるという考

えは 2年の秋くらいからあった。もともと専門学校には強い修学の意思はなく、√ただキ

資格″ゞどれるつて聞いたので行 っ/―か 力 だつたとのことであった。そもそも、学校や教

員との折 り合いが悪く、妊娠の有無に関係なく、学校を辞めるつもりでいた。教員の中に

は /蹴α 諺 靡 ク方 α ″湯 こでなん でう′分が正 ιクヽみたいな言クヽ力 をする人がお り、

「毎日毎ロムカついて反発J/7つか ク今いまぐクノであったと語る。そういった経緯か

ら、妊娠に関しての相談は一切せず、退学届を出した。

:θ遊 々積み二 ″ あゞクまι/_―。先生 ど′ま笑 クヽあった クιたこど″なかっ/_― で九 :

③  卒業一妊娠を隠しながら―

Dは妊娠 したことが学校に知られると退学になると思っていた。同時に、出産後、自分

たちで生計を立てなければならないと考えていた Dに とって、Dの退学でパー トナーの内

定に悪影響がでることをいちばん恐れていた。パー トナーの就職は絶対的なことであり、

また、ここまで続けた高校を退学したくなかった。Dと パー トナーは、妊娠を隠すことば

かり考えていた
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D自 身の進路については、 /特だ夢rど ″ヽ うな く、や クたクヽこととかな くη 、「 ′まん ど|こ結婚

/S｀ したノヽ ったんん と結婚願望が強かったと話す。学校 との進路相談のときは何 となく言葉

を濁 しその場をしのいでいた。

:′ rやっぱク退学が一番″ぐζ 就職―

lい ?″莱子どうの/_― めにもそラだンノと

|ま ク/tに 6言姥な″ヽったι。事業ιて、

:な～ってごεc

:′r就職″ タ ル ま/ま女まっ

:まあ、 /物 ぐ″。ら、多 ぐよノ、

ね、コノ さんの就職のことがやっご ク大事 εゃな :

ラム それ /■影響がないま夕だってことで、あ グ
ちゃんと夕まだ ιてれば まだ:ラ ん、大丈夫か :

でなぐζ 先生解 れ てたゲれ なんとなぐ 言葉 ″ 濁ιζ
l

′笞 物 ιなクソ って、就職活動 ιてろふう?っ て感 ど4 :

また、担任の教師は男性で、Dは ′ちょっと変わ ク著ンだとノ

『

つていた。妊娠について打ち

明けたとしても恐 らく理解 されないだろうと思い、学校債Jに 打ち明けようとは思わなかっ

たと話す。

:ク メただ そういラこと(妊娠)語ιてる、れ錫 Zttξでまないだ
｀
ろうなみたいな先生だっ

:

:たから一つていうの6あ ろι、まずヽ 学校tこ言って、′そっ″ソって、√どやあどのノって
:

:言つてぐれると配 金 ″ っ たか ら、そんな/ご、わ。たぶん、先生 /c‐語そうとな

『
わなか

:

:っ た。

卒業まで Dは、学校に妊娠を隠したまま残 りの学生生活を送った。体育の授業も出席 して

いたが、バレーのような激 しい競技は 体調悪 いと″言 って休んだ
｀
クノして、なんとかや り

過ごしていた。卒業まではつわりもあったため、学校に通 うということや、妊娠中に自動車

学校に通つていたことが大変であったと話す。卒業時は
~お
腹 ろぎクぎク大きくなるかなら

ない″vであった。後になって周囲の友人から /場なかででたノと言われるが、当時は誰か

らも何も言われなかった。高校 3年の最後の 1か月程は学校に行かなくてもよかつたため

大文夫だ
｀
タ ン 6レた クvと 語る。その後、Dと パー トナーは無事に高校を卒業する。

Eの場合、高校 1年時に高校を辞めたくて家出をしたことがあった。その際、父親から 巧亭

夕だンノ″らゃんと事業 ιなさクvと 言われ、約束したため、妊娠を隠してでも高校を卒業し

ようと考えていた。当時 Eの高校では、妊娠が 先生ノご″れたら退学になるノということが

生徒間の噂として流れてお り、Eも 、「妊娠=退学」が学校全体の 物舛 /2 として決めら

れていると思つていた。そのため、親しい友人数人にのみ妊娠を打ち明け、学校側に知られ

ないように隠していた。

:Jr学校の皮贄■っていうか学校のノレータンとιζ ′力ιちゃ夕と選学酸 っちゃラんtク
:ク い子数人わ勤被 言つζ 〃 (の人″ ″たたズつただけっ穫訪 て原ιζ 先生だなンι

:た ら退学/ごなるってクヽラ′を混れ てヽて /:僣〃/非ιないま夕/L~ιようノっζ

同じ高校には、妊娠 した生徒が他にもお り、体育の授業や運動をしたため流産 したという

話を耳にしていた。幸いなことに Eの場合、残 りの授業 日数も少なく体育の授業もなかった

こと、妊娠による体調の負担 (嘔 吐など)がなかつたため、通学には支障がなかった。卒業

時点で妊娠 5か月となり、制服のサイズもぎりぎりであったと話す。自分の卒業後の進路に

ついては、進学は考えておらず、 ~何かこれをやクたいとか、そラクラの″ク うなかったん

η 就職活動も全くしていなかったという。



(7)妊娠中

妊娠中は不安な時期であ りながらも、家族や母親の協力があれば、さほど不安なく生活で

きている様子が語 られた。

:Jr′分の蒙 ′ご″、たぶん ―番…浮夕になナごクヽおこ話■こなっていcま あ互7う多いて
:

:たの0と ぐ/L~…。月 ク/c~ち つちゃクf6‐ υ つ たのoそ のなんか出産にあたって何 :

:み瑯拘ち とか、企 ぐわからなぐって、そラクリ のを全部母力S｀一からノ嘱言ιておいてくれ :

:ζ つていうが εかな 。力物評声″さぼ″ ん″ン■をとかなかったような気力ゞιますね。 :

表 2:周囲の反応

対象 看 (年齢 ) A(22募1) B(22歳 ) C(22歳 ) D(31歳 ) E(38歳 )

ノヾ ‐■卜、卜‐一 賛成 賛 成 喜 ぶ 反対はなし 喜んだ

友人 守つてくれた
どちらかというと

反対

家族
自分 反 対

反対はされない

家族でサポート
反対はない

母 :支持

父 :支持
兄 支持する

パートナー 協力する 反対はなし

字狡・教 員 引き留められる

も中退
自分で中退を

決意

中退後連絡あり

相談せず中
退

相談せず
隠す

相談せず

隠す

4.若 年妊娠・ 出産 における困難 と葛藤

(1)妊娠 口出産と学業

学校では妊娠 し出産を選択する場合は即退学という規則は特にない。しかし、多くの場合、

学校や教師に妊娠 していたことがわかると学校を退学させ られるという暗黙の了解が浸透

している (B・ DoE)。 さらに自身の妊娠が学校に発覚することにより、パー トナーの進学

や就職にまで影響が及ぶとも考え、それを恐れていた。「妊娠」ということに対して、本人

も含めて社会が、特殊な出来事であるという認識があることがわかる。

妊娠の事実を学校や周囲に隠すことで妊娠と学業を糸区続させた人もいたが(D・ E)、 卒業

までの短期間であつたため、なんとか卒業が実現できたに過ぎない。一方で、妊娠 。出産と

学業継続の両立が困難であると考え、出産を決意し高校を自主退学している (A・ B)

実際、5人の中にはさらに、「学業継続の意思lA・ B・ C)」 や 「若年出産 。子育てに関する

将来への不安(E)」 から、中絶を考えたことがある者が 4人 lA・ BoC・ E)、 そのうち「学業

継続の意思」により中絶を経験したことがある者が 1人いた(C)。

「妊娠するのであれば卒業してから、子どもを産むのなら結婚して、妊娠Jと いった流れ

を一般的な社会規範とし、若年妊娠者 自身もそれを自覚し「学業を続けるとすれば中絶、妊

娠を継続すれば退学というように選択が限られている」との指摘があるが(町浦,2000)、 本

調査においても妊娠 と学業の糸区続の両立が困難であると考え、若年妊娠者の選択・行動が限

定されている点において同様の困難さがみられた。

現実的には、休学・復学あるいは通信制や単位制といった多様な単位履修方法の普及など、

若年妊娠者のニーズに対応するように教育環境が変化し、現場の教員も転校措置を用いな

がら、肯定的に彼女らを支援 している事例も多い(小り|1等 ,2007)。 インタビューからも、Aの

担任教師は退学を引き留め、Bの担任教師も退学後に通信教育の学校について情報提供し

たりと、学校側も退学ではない方法をできるかぎり考えている姿勢がみられた。しかし、ど

れほど教育機関側に若年妊娠者の受け入れる体制があったとしても、教師に対して信頼感

０
一

■
■



がない、あるいは反発 している生徒の場合、教師に妊娠を相談するどころか打ち明けること
も困難 さがあるといえる。高校在学中に /跨顔 ιたとιても学校を体学 ι、良う尋でき/3~よ う
な″疫ンS｀あれをよ″ヽったノこり と語るように、そうした助言の一言があれば、変わっていた
可能性は大きいだろう。

担任教師に話 していない うちの 2人は、そもそも全ての教師に妊娠を隠 していた(D。

E)。 そのような状況では、体育の授業等で母体に負荷のかかる運動をしてしま う恐れや、
学校で妊娠による体調不良や母体及び胎児の緊急時に対応することが困難 となる。つま
り、十分な産科指導を受けられず、流産や早産 といった医学的 リスクが高くなる。イン
タビューでは、体育の授業がそれほどなかったことや (E)、 本人が激 しい運動を回避 し
授業を休んでいたため、結果的に無事出産することができている。しかし、妊娠・分娩
に関する知識不足が指摘 されている若年妊娠者に、「妊娠期に○○をすることは危険で
ある」といった正 しい判断をすることは難 しいのではないだろうか。それ らの知識を身
に着けていない者にとっては、教師に妊娠を打ち明けることができないとい う社会的 リ
スクが十分な産科指導を受けられないとい うリスクを招き、結果的に流産や早産 といっ
た医学的 リスクに繋がる恐れがあるだろう。

さらに、教師に妊娠の事実を隠 していた 2人が高校を卒業 し、妊娠 したことを話 した
2人が自主退学を選択 しているlA・ B)。 退学を選択 し高校中退 とい う学歴になったこと
について Aは、高校を退学 したことへの後悔 と諦めがみられた。Bは、現在の仕事に満
足 し √この道魂肇りを選ん で虔″、ったノ と話す一方で、教師より紹介 された通信制高校
での卒業 と高校在学中に目指 していた専門学校で取得できる資格の通信教育を考え、~仕

事 i二家事 |こ訂児 十勉強 .ま時間力淀 ク″ vと い ぅことで断念 していた。現在の生活
に満足 しているとはいえ、学業の断念は未練があるようでもある。

このように、教師と話 し合い妊娠継続 と引き換えに自主退学を選択 した 2人には、退
学の後悔や通信制教育などで学びなおすことの諦めと困難 さがあることが明らかにな
った。妊娠は隠さないといけないことか。一般的に出産はおめでたいことなのに、若年
者に関しては「腫物にさわるように」扱われている。しかし、それは周囲の反応によっ

ても大きく変わる。

(2)周 囲の反応の違いによる影響

5人 とも妊娠には早い段階(妊娠満 22週未満 :母体保護法に基づく中絶可能な時期)で気
づいていた。しかし、妊娠 自体は予想外のことであり、それぞれ焦 りや驚き、不安を抱えて
いた。彼女たちの妊娠初期の主な相談相手は家族や親戚、パー トナー、親 しい友人といった
インフォーマルな人に限定されていた。

周囲に妊娠 したことを相談したときの反応は、その後の妊娠生活や育児も影響をもたら
す。

肯定的な反応をされたケースは、妊娠を喜ぶパー トナーや家族でサポー トしていく姿勢
などに励まされ、その存在に支えられていた。また家族が支持的である場合は、精神面だけ
でなく、具体的に経済面や子育ての協力を得られ、インフォーマルなサポー ト体制が安定し
ている実態があった。

一方、家族から妊娠・出産に関して否定的な反応をされたケース (A・ C)は どうだった
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か。妊娠継続と学業継続の両立は不可能という理由で出産を反対された。その反対の助言は、

近親者であることから強く影響を与え、本人が納得するように導いている。Aは高校を中退

し、Cは中絶を選択するが、その選択に後悔がみられた。さらに、友人やパー トナーは妊娠

者同様に若年で妊娠 。出産にまつわる知識不足が考えられること、さらに家族の場合、わが

子(若年者)の妊娠 。出産は自身の生活と密接 した問題であり、若年者同様に世間体や一般的

な社会規範などの影響を受けること、自分の周囲の教育体制や家庭環境の範囲での情報で

判断すること、近年の妊娠 。出産を取 り巻く制度や支援や子育て方法などについて十分に知

識を身に着けていない場合がある。実際、AoCの家族は学業と妊娠継続の両立は不可能で

あると自分自身の「決めつけ」があった。若年者が妊娠初期でインフォーマルな人の意見を

参考にして自己決定を行 う場合には、正ししν情報や知識の下で判断ができていない危険性

が伴 うという実態がみられた。

(3)若年妊娠者のライフプランの困難さ

ここで、若年妊娠者のライフプランの視点からみてみたい。ライフプランとは、人生設計

のことである。若年者の場合、妊娠・出産・子育てを自分のライフプランに位置づける前に

「妊娠 したから結婚Jと いう状況に追い込まれることが多々あるが (森 田,2012)、 さらに同

様の研究ではきょうだいのなかで父親の違 う子どもの妊娠や、未婚のまま出産に至ること

が多いこと、浮気や DVに発展、家庭不和が原因で別居や離婚に至る事例も報告されてお

り、若年者を取 り巻く環境の変化は激 しく、ライフプランを位置づけること自体に困難さが

ある。

調査からでも妊娠判明後に結婚した人が 4人lA o C・ DoE)、 1人 (B)が判明後にパー トナ

ーとの交際を解消し未婚となっている。結婚が家族のあり方のすべてではないが、結婚 した

4人のうち 3人が離婚に至っている。さらに、Cは一度 目の妊娠で中絶を選択し、1年後に

再び妊娠・出産を経験している。このように若年妊娠者は非常に短い期間で妊娠、そして中

絶や出産、結婚・離婚を経験していることがわかっている。つまるところ、将来の生活や就

職、子育てなどのライフプランを立てるというよりは、困難さを抱えつつその都度状況に応

じて生活しているという実態が明らかになった。

また、若年者がライフプランを視野に入れずに様々な選択を行える背景には、「家族サポ

ー ト体制」の存在が大きいと考えられる。それらのインフォーマルな支援がなければ離婚や

未婚 という選択をした時点で、若年者 とその子どもにはさらに生活に経済的な困難さが生

じるといえるだろう。

確かに妊娠は予期せぬ事態であったかもしれない。だが、若年であるからといって、彼女

たちは決して、自分や周囲のライフスタイルを壊そうとして行動しているわけではない。そ

れぞれ世間体や社会規範などを意識 し、社会的な偏見を受けながらも「母親 として認められ

るように、自立した生活が送れるようにJと 日々懸命に子育てや仕事に取 り組んでいた。し

かし、妊娠期から出産に至るまで家族の支援のもとで成 り立っているもの事実であり、若年

妊娠者のライフプランの位置づけには家族の存在とサポー トが不可欠であるとい う実態が

明らかになった。

謝辞 ;イ ンタビュー調査にご協力くださいました皆様に心より感謝申し上げます。
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内容については、調査対象者の許可が得 られた場合に録音し、逐語録に起こす際は個人名や地名などが
特定できないよう配慮 した。また、インタビューの実施 日、実施場所・時間についても、調査対象者 と
相談の上、居住地やその付近とし、調査対象者の負担にならないよう配慮した。

7「LINE」 による「インタビューJは、調査方法にさらなる精査や検討が必要と思われる。 しかし、調査
対象者から、普段使い慣れている SNSの ほうが対面の緊張がなく、まとまった時間が取れなくても、
とぎれとぎれでも気持ちを落ち着かせてゆっくり回答することができるということで、LINEな ら可能
という要望があった。そのため、今回この方式を採用するにあたり、次のように慎重に応対した。や り
取 りの前に十分に調査の意図や方法を確認した。 1人につき 3週 間程度で、調査対象者の話の内容を要
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約・確認 しながら実施 した。「LINEJでのや り取 りでは文章中における誤字については訂正を加える

が、言葉や表現はそのまま記述 した。 しかし、絵文字等の記号に関しては省略した。あらかじめ子育て

や仕事の時間の都合の良いときに返信するということで、調査対象者の負担とならないよう配慮 した。

また、文章でのや り取 りとなるため、その都度感情の反映や繰 り返しを行い内容の確認をしつつインタ

ビュー (メ ール)を 実施 した。また筆者の伝えたい言葉が冷たい印象にならないよう配慮 して行つた。
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